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第２節 最近の土地市場の動き

１ 地価と土地取引の動向

土地市場が「利用価値に応じて価格形成がなされる」という市場メカニズムが適正

に発揮される市場へと構造的に変化しつつある中で、東京圏では、東京都区部を中心

として下げ止まりの傾向が一層強まりながら、より広がりを見せ、また、大阪圏・名

古屋圏・札幌市・福岡市でも下げ止まりの傾向が広がり始めた。中でも、三大都市圏

においては、都心その他の一部地域で地価動向の変化が鮮明になった。

２ 地価動向等に対する国民・企業の意識

地価動向に変化がみられる中、現在の土地取引の状況について、取引が活発化して

いると感じる企業の割合が増加している。

東京都区部周辺における上昇、横ばい又はほぼ横ばい地点（住宅地）

【平成１７年地価公示】

上昇・横ばい・ほぼ横ばいの地点数

・・・・・ １９９（ ３１）（ １０）地点

・・・・・ ４１７（１３５）（１１２）地点

・・・・・ ６２０（２９３）（１３９）地点

※（ ）内は前回・前々回公示の地点数

【凡例】

・・・・・ 上昇地点

・・・・・ 横ばい地点（変動率ゼロ）

・・・・・ ほぼ横ばい地点

（△１．０％＜変動率＜０％）

（単位：％）

活発 不活発
どちらで
もない

DI(活発－
不活発）

活発 不活発
どちらでも
ない

DI(活発－
不活発）

平成13年９月 7.2 59.7 33.1 -52.5 1.6 68.3 30.2 -66.7

平成14年３月 3.9 64.3 31.8 -60.4 1.8 78.4 19.8 -76.6

平成14年９月 2.9 65.5 31.6 -62.6 1.4 74.3 24.3 -72.9

平成15年３月 3.5 66.7 29.8 -63.2 2.0 72.5 25.5 -70.5

平成15年９月 6.1 53.6 40.2 -47.5 4.2 67.3 28.5 -63.1

平成16年３月 8.7 42.1 49.2 -33.4 5.2 57.8 37.0 -52.6

平成16年９月 14.2 28.1 57.7 -13.9 8.5 43.0 48.5 -34.5

平成17年３月 20.3 22.5 57.2 -2.2 14.6 33.3 52.1 -18.7

東京 大阪

図表　本社所在地における現在の土地取引の状況に対する判断

資料：国土交通省「土地投資動向調査」
　注：本社所在地における現在の土地取引状況について、「活発である」と回答した企業、
　　　「不活発である」と回答した企業、「どちらでもない」と回答した企業の全有効回答数に
　　　対するそれぞれの割合。


